
令和８年５月２６日（火）東京フットボールセンター

八王子富士森競技場にて体育祭が開催されました。今年度

も生徒会が中心となって、企画・種目の選定・プログラム

作り・事前準備・当日の運営まですべてが生徒主体でおこ

なわれました。

本校の体育祭は誕生月で６つの色に分かれて競います。

１・７月：緑、２・８月：赤、３・９月：黒、４・１０月：

青、５・１１月：黄、６・１２月：桃に中学１年生から高

校３年生までの生徒はもちろん教員も色分けされます。

開会式、準備体操に続く

最初のプログラムは中学生

全員による「ムカデ競走」

です。３～４人一組が縦一

列に並び、ロープに足を結び付けて走ります。途中で棒を

飛び越えたり、コーンの周りを回ったりしながらタスキを

つないでいきました。

なかなか足並みがそろわ

ずに転んでしまったり、ゆっ

くり慎重に進んだり、足並

みがそろわなくても力技で

進んだりということもあり

ましたが、声を掛け合いな

がら全組が無事に走り切る

ことができました。

「他学年のチームメイトと練

習時から声を掛け合い、協力

して励みました。本番は直前

まで確認しながら練習し、成

果を発揮できました。」

(３年生)

次に中学生全員が出
場したのは「パン取り競

走」です。

スタートの合図で走り始め、

途中ハードルをくぐった後、

パンを手で取り、ゴールを目

指すのですが…パンのところ

でどれにしようか迷ってパン

が取れず、なかなかゴールで

きないという生徒もいました。

午前最終競技は中学１年生

から高校３年生まで全員が参

加する大縄跳びです。各クラ

スが２分間で跳んだ回数の累

計で競います。

開始前には各クラスで円陣を組み、気合いを入れていま

した。

開始の合図で回し手が

「せーの」と掛け声をかけ、

みんなで数を数えながら跳

びました。３年生が優勝し、

この学年は昨年度に引き続

き連覇となりました。

「先輩方は私たちの倍の数を

跳んでいたのは絆が深まって

おり、心をひとつにすること

が私達よりもできているから

だと思いました。」(１年生)

お昼休憩をはさんで午後の

最初の競技は中学生による玉

入れです。サッカーフィール

ドのセンターサークル（半径９．１５ｍ）に高校３年生の

各チームのリーダーがそれぞれ自分の色ではないＴシャツ

を着て、大きなカゴを背負って登場します。サークルの外

側には玉を持った生徒たちが取り囲みます。

スタートの合図で生徒たち

は自分のチームと同じ色のＴ

シャツを着ているリーダーの

カゴを目がけて玉を投げ込み

ます。カゴを背負ったリーダー

はセンターサークル内を走り

回ります。動くカゴを狙って

投げるのはなかなか難しい面

もありましたが、２回目の合

計で１００個以上の玉を入れた青団が優勝しました。

各チームが１３組リレー形式で走

ります。この競技は特別ルールで各

団の高校２年生女子選抜メンバーと

中学生選抜メンバーの７チームでの

勝負となります。中学生チームはス

タートから高校生をしのぐ勢いで走

り出し、アンカーまでトップで走り

切り、見事優勝しました。

そのほかの午後の競技では「部活動リレー」、「色別対

抗リレー」にも中学生が出場し、高校生とともに各チーム

の勝利に貢献していました。総合成績で桃団が優勝しまし

た。

「大縄で３年生が１位をとれたり、ムカデ競走で自分のチー

ムが優勝できたのも協力し合ったからこその結果だと思う

ので、日常生活の中でもクラスのみんなや後輩と協力し合っ

て過ごしていきたいです。」(３年生)
「全員で１つの目標に向かって頑張ること、団結力を深め

て協力して結果を残すことを今後に生かしていきたい。」

(２年生)
「リレーは１年生は女子が１人で不安があったけれど、自

分が走ったときには１人抜かすことができました。さらに、

結果的に優勝できました。この経験からどんなことでもま

ずは挑戦してみることが大切だとわかったので、これから

もたくさんのことに挑戦していきたいです。」（１年生）
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